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汎用R&Dセンターのコア技術汎用R&Dセンターのコア技術

発電機のインバータ技術と実績
×

家庭用コージェネの系統連系技術と実績

2002年～販売 10万台超

1965年～販売 1300万台超



2011 2012 2013 2014 2015

2012/3～（展示棟、居住棟）、2014/4～(実験棟)

3月～実証実験
埼玉県庁（V2L）

2016

CHAdeMO Rev.0.9.1、1.0.0 V2Hｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ1.0 V2Hｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2.0  V2Hｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ2.1

4月～実証実験
北九州（V2H 系統連系なし）

3月～実証実験
さいたま市（V2L）

7月～量産
（外部給電器）

7月～量産
（AC普通充電器）

3月～量産
（V2H対応DC普通充電器）

ホンダスマートホームシステム（展示棟、実験棟、居住棟）

4月～実証実験
さいたま市（V2X）

標準化の動向とこれまでのV2X（V2L/V2H）の取組み標準化の動向とこれまでのV2X（V2L/V2H）の取組み



〝自由な移動の喜び〟と〝豊かで持続可能な社会〟の実現

家庭で消費されるエネルギーの６０％は熱 ⇒ コジェネで効率よい給湯・暖房

マイホーム発電で家と車に低炭素の電力を ⇒ SeMMで各エネルギー機器の最適な電力需給

災害時にも暮らしと移動を自前で確保 ⇒ ガスエンジンコージェネのオンデマンド運転を軸に

車と家と社会とエネルギーをネットワーク化 ⇒ インターナビとSeMMで情報に新価値を

移動と暮らしの自由を身の丈サイズで ⇒ 家産家消を実現するコンパクトなHSHシステム

ホンダスマートホームシステムＨＳＨＳの考えかたホンダスマートホームシステムＨＳＨＳの考えかた

パーソナルモビリティと創エネ制御機器で
高質生活実現とＣＯ２削減

パーソナルモビリティと創エネ制御機器で
高質生活実現とＣＯ２削減

情報

熱熱

安心安心

電電

家産 家消家産 家消
現実的な家のサイズで

情報 電電熱熱 安心安心
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ホンダスマートホームシステムＨＳＨＳの基本構成ホンダスマートホームシステムＨＳＨＳの基本構成

給湯ユニット

ホームバッテリーユニット

家庭用ガスエンジンコージェネレーションユニット

Smart e Mix Manager

太陽電池パネル

充電アーム
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定置用蓄電池 EV・PHV用蓄電池

強み

・設置型のため常に電源の確保・供給

が可能

・創エネほか宅内機器との連携や、系

統連系を実現

・蓄電池とクルマの2つの役割を持つ

ことから、汎用性が高く、スペース

も集約

・対象すべてに補助金が出る

弱み

・蓄電池としてしか役割がない

・EVに比べて割高感がある

・補助金は、リチウムイオン電池に

限定

・電源供給が不安定（クルマとして活

用した場合）

・I/Fが異なるため汎用性がない

・車種が少なく選択肢が少ない

定置用蓄電池とEV・PHEVの強み/弱み

給湯ユニット
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モビリティと暮らしをつなぐPower Managerモビリティと暮らしをつなぐPower Manager

双方向
DC/DC

（絶縁型）

AC/DC

DC/DC
（MPPT）

双方向
系統連系

INV

制御・通信部
（電力制御、V2Hインタフェース）

システム構成

交流 直流 通信

PV

EV

発電機

系統

2015年3月～ 販売開始2015年3月～ 販売開始



モビリティと暮らしをつなぐPower Managerモビリティと暮らしをつなぐPower Manager



V2H用パワーコンディショナーの系統連系認証V2H用パワーコンディショナーの系統連系認証

 複合型（PV＋V2H）パワコンの認証制度策定に向けた活動（JEMA）
 V2Hガイドライン2.1対応、V2H検定基準2.0版

系統連系対応/⾮対応 ⾞両識別
パワコンの動作カテゴリ通知 など

※JET Webサイト（お知らせ）より、抜粋
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モビリティと暮らしをつなぐPower Managerモビリティと暮らしをつなぐPower Manager



継ぎ足し充電システム構成

体育館

太陽光パネル系統電力
ポータブル発電機

外部給電
インバータ

接続ボックス

V2Hガイドライン適合車



V2Xユニット × Power ManagerV2Xユニット × Power Manager

12

平常時は、充電ステーションと連携し、
充電状況の確認が行えます。
災害発生時は安否などの情報ステーションとして機能します。

⽇常にも
充電器の状態確認

グリッド・ソーラー発電から
充電

WiFiスポット

充電ステーション

⾮常時にも

安否情報の連絡

WiFiスポット

安否情報の伝播

安否安否

安否

ソーラ発電で電⼒供給
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「自由な移動の喜び 」と
「豊かで持続可能な社会」 の実現


